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新 製 品 紹 介

近年，自動車のエレクトロニクス化に伴いメイ

ンヒューズボックスおよびジョイントボックスは

大型化する傾向にある一方，環境面に配慮し燃費

を良くするため軽量化も求められている．

今回，これらの要求に対応して新規にメインヒ

ューズボックス＆ジョイントボックスを開発し

た．（図1）

従来のメインヒューズボックス，ジョイントボ

ックスは内部の金属回路と搭載部品（ヒューズ）

を接続するための専用の端子（図2）を使用して

いたが，今回は要求を満足させるために，金属回

路部にフォーク構造（図3）を採用している．

特　徴

1．専用端子を廃止することにより軽量化，低コ

スト化に成功

2．接続箇所が減ったことによる信頼性向上

3．１回路当り，約10％の軽量化に成功

（自動車電装事業部 電装品技術部　渡辺）
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図１　外観

図３　ヒューズ接続用フォーク構造

図２　ヒューズ接続専用端子


